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２０２４年ＪＡＦ国内競技車両規則・第４編 カーボンニュートラルに関する共通規定 

※下線部：改正箇所 

２０２４年規定 ２０２３年規定 

第１条（略） 

第２条 カーボンニュートラル燃料 （燃料-燃焼物） 

（略） 

１）燃料 

（略） 

     

 

 %m/m  3.7 EN ISO 22854  

EN 13132(2) 

 

ASTM D5622 

 %v/v  3.0 EN 1601 

EN 13132 

EN ISO 22854 

 

 

 

%m/m  1.0 GC-FID GC-MS 

 

( )  

 

（略） 

２）ディーゼル 

２.１）石油系ディーゼル燃料 

（略） 

     

 

 %m/m  8.0 IP 548 

第１条（略） 

第２条 カーボンニュートラル燃料 （燃料-燃焼物） 

（略） 

１）燃料 

（略） 

     

 

 %m/m  3.7 EN ISO 22854 

EN 13132(2) 

 

ASTM D5622 

 %v/v  3.00(7) EN 1601 

EN 13132 

EN ISO 22854 

 

 

 

%m/m  1.0 GC-MS 

 

 

4.0%v/v 2022  

（略） 

２）ディーゼル 

２.１）石油系ディーゼル燃料 

（略） 

     

 

 %m/m  8.0 IP 548 



－

ASTM D6591  

(FAME ) 

EN12916 

(FAME

FAME ) 

 

 ℃ 50  EN ISO 3679 

EN ISO 2719  

ASTM D93 

 

 

 

２.２）バイオディーゼル（B100） 

（略） 

     

 

 /   24 EN 12662:2008 

 

 

110℃  

 6  EN 15751 /EN 14112 

 

 

 

（略） 

２.３）パラフィン系ディーゼル（HVOを含む） 

（略） 

     

 

 ℃ 55  EN ISO 3679 

EN 2719  

ASTM D93 

ASTM D6591(FAME

) 

EN12916(FAME

) 

 

 

 ℃ 50  EN ISO 3679 

ASTM D93 

 

 

 

２.２）バイオディーゼル（B100） 

（略） 

（略） 

２.３）パラフィン系ディーゼル（HVOを含む） 

（略） 

     

 

 ℃ 55  EN ISO 3679 

 

ASTM D93 



－

 

 

 

（略） 

２.４）（略） 

 

３）先進的持続可能性（AS）燃料 

３.１）定義 

（略） 

AS成分とは、非生物起源の再生可能燃料（RFNBO）、一般廃棄物、または非食

糧系バイオマスなどの、二酸化炭素回収構想に由来することが認定された成分

である。 

AS成分は、化石燃料由来ガソリンと比較して少なくとも当該選手権の前の年

の１月１日に施行されたＥＵ再生可能エネルギー指令RED（１、２、３）で運輸部門に

対して定義された温室効果ガス（GHG）排出量削減を達成しなければならない。 

（略） 

RFNBOは、新しい再生可能な発電能力を使用する電解槽で水素成分が生成され

る場合、再生可能であるとみなされる。 

（略） 

（１）バイオ燃料に関する指令（EU）２０１８／２００１の第２９条、セク

ション１０（ｃ）、およびRFNBOに関する第２５条、セクション２。 

（２）AS成分が燃料の１００%未満である燃料では、GHG排出量削減要件は、

AS成分を含む燃料の部分にのみ適用される。 

（３）燃料中にいくつかのAS成分が存在する場合、AS成分の総GHG排出削減

量が必要最小限のものに合致することを条件として、上記（１）で規

定された最小値を下回る個々のGHG排出削減量を伴うAS成分を含める

ことが許可される。 

３.２）先進的持続可能性（AS）ガソリン 

本条の目的上、ASガソリンは、本編第２条３.１に従うガソリンを指す。 

本編第２条３.１に定義されているAS成分が少なくとも５０%（v/v）含まれ

るガソリンは、以下の例外を除いて本編第２条１の仕様規定に準拠しなければ

ならない。 

 

 

 

（略） 

２.４）（略） 

 

３）先進的持続可能性（AS）燃料 

３.１）定義 

（略） 

AS成分とは、温室効果ガス（GHG）排出量削減を達成する、電子燃料（ＦＩＡ

が承認）、一般廃棄物、または非食糧系バイオマスなどの、二酸化炭素回収構想

に由来する、化石燃料由来のガソリンと比較して６５%以上の排出量削減が可能

な成分である。 

 

 

  （略） 

 

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.２）先進的持続可能性（AS）ガソリン 

本条の目的上、ASガソリンは、本編第２条３.１で定義されるように、７０％

以上のAS成分を含有し、かつ、以下の例外を除いて本編第２条１の仕様規定に

準拠するものでなければならない。 

 



－

     

 

 

A E120℃  %v/v 73.0  ISO 3405 

ASTM D86 

A E135℃  %v/v 77.0  ISO 3405 

ASTM D86 

A E150℃  %v/v 83.0  ISO 3405 

ASTM D86 

 

 

 

AS

 

（略） 

３.３）（略） 

３.４）高エタノール含有燃料 

本条項の目的上、高エタノール含有燃料は、第２条３.１に定義されているAS

成分のみを含み、以下の仕様に従っていなければならない。 

     

(C3-

C5)

 

%v/v 50 85 ASTM D5599/EN1601 

 (C3-C5)

 

%v/v  6.0 ASTM D5599/EN1601 

 %v/v  1.0 ASTM D5599/EN1601 

5

 

%v/v 

 22.0 ASTM D5599/EN1601 

RON    ISO 5164  

     

 

 

E70℃  %v/v 20.0 52.0 ISO 3405 

ASTM D86 

E100℃  %v/v 40.0 80.0 ISO 3405 

ASTM D86 

  

 

   

 

 

（略） 

３.３）（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－

ASTM D2699  

MON    ISO 5163  

ASTM D2700  

 

(15℃ ) 

/  725.0 794.0 EN ISO 12185/ 

ASTM D4052 

DVPE kPa 35 80(2) EN 13016-1/ 

ASTM D5191 

 

 ℃  210 ISO 3405/ASTM D86 

 mg/kg  0.10 EN 15837 

 /ℓ  0.15 EN 15487/EN 15837 

/ASTM D3231 

 /   10.0 ASTM D5453/ 

ASTM D7039 

EN 16997  

EN 15485/EN 15486 /EN 

15837 

 /   4.0 EN 15492 

 (min.) 360  ISO 7536 

/ASTM D525 

 mg/100   5 ASTM D381 

/EN ISO 6246 

 %m/m  0.005 EN 15491 

/ASTM D7795 

 mg/kg  1.2 ASTM D7319 

/ASTM D7328 

/EN 15492 

 %m/m  1.00 ASTM E1064 

/EN 15489 

.

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－

 

DVPE kPa  

 

４）～５）（略） 

 

 

 

４）～５）（略） 

以上 




